


沿
岸
海
域
合
同
救
助
訓
練

平
成
19
年
度
沿
岸
海
域
合
同
救
助

訓
練
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。市
、

市
消
防
本
部
・
消
防
団
、
仙
崎
海
上

保
安
部
、
長
門
警
察
署
、
県
消
防
防

災
航
空
隊
、
通
地
区
自
治
会
な
ど
15

機
関
約
250
人
が
参
加
し
ま
す
。

な
お
、
訓
練
終
了
後
、
防
災
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
見

学
・
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

９
／
４
（火）

10：

00
〜

■
場
所

通
漁
港
一
帯

■
訓
練
内
容

日
本
海
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.8

の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施

・
情
報
収
集
・
連
絡
体
制
訓
練

・
住
民
避
難
訓
練

・
漁
船
転
覆
事
故
救
助
訓
練

・
流
出
油
防
除
訓
練

・
倒
壊
家
屋
救
助
消
火
訓
練

■
ミ
ニ
防
災
フ
ェ
ア
　
11：

30
〜

・
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
き
ら

ら
」
・
消
防
車
の
展
示

・
起
震
車
「
ゆ
さ
ゆ
さ
号
」
に
よ
る

地
震
体
験
　
な
ど

■
そ
の
他

荒
天
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
当

日
午
前
７
時
に
決
定
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
警
防
係

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

③
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す

る
人

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
受
付
期
間

８
／
15
（水）
〜
27
（月）

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書

類
を
添
付
し
て
市
役
所
本
庁
都
市

建
設
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
経
済

施
設
課
に
提
出

・
住
民
票

入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
分

・
所
得
課
税
証
明
書

入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
分

・
完
納
証
明
書

入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
分

・
そ
の
他
必
要
な
証
明
書
類

■
入
居
可
能
時
期

９
月
中
旬
以
降

■
そ
の
他

１
回
の
募
集
で
、
１
世
帯
１
戸
の

申
し
込
み
に
限
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
管
理
係

三
隅
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
43
‐
０
２
７
７

日
置
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
37
‐
２
１
９
３

油
谷
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
32
‐
１
１
１
４

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

運
動
と
食
事
を
中
心
と
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。生
活
習
慣
病
予
防
は
、

「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ
か
り

禁
煙
、
最
後
に
ク
ス
リ
」
と
い
わ
れ
、

生
活
習
慣
の
改
善
が
第
一
で
す
。
こ

の
教
室
で
は
、
み
な
さ
ん
の
日
頃
の

運
動
や
食
事
状
況
を
調
査
し
、
個
々

に
応
じ
た
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
運
動
と
食
事
の
正

し
い
知
識
を
持
つ
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
　

こ
の
機
会
に
自
分
に
合
っ
た
方
法
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

健
康
診
断
で「
太
り
ぎ
み
」

「
太
り
す
ぎ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
改

善
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
40
歳
〜
64
歳
の
人
で
、
全
日
程

に
出
席
で
き
る
人
（
治
療
中
の
人

は
主
治
医
に
相
談
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
）

■
内
容

・
血
液
検
査
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク

・
運
動
実
習
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
）

・
栄
養
講
話
、
調
理
実
習
　
等

■
募
集
人
員

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料

１
人
500
円

■
申
込
期
間

８
／
15
（水）
〜
24
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

成
人
保
健
係

７
月
26
日
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲ 清水優一さん

●
第
28
回
文
部
科
学
大
臣
杯
少
年
少
女

囲
碁
大
会
／
７
月
31
日
〜
８
月
１

日
／
東
京
都
・
日
本
棋
院

清
水
　
優
一
（
油
谷
小
５
年
）

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
19
年
就
業
構
造
基
本
調
査
が

10
月
１
日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・
不

就
業
の
状
態
を
詳
細
に
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
雇
用
政
策
を
は
じ
め
経

済
政
策
な
ど
に
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
国
や
都
道
府
県
が
実
施

空
き
家
登
録
受
付
中

市
で
は
、
空
き
家
を
有
効
に
利
用

し
、
定
住
の
促
進
と
集
落
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
空
き
家
活
用
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

空
き
家
を
売
却
ま
た
は
賃
貸
し
た
い

所
有
者
と
空
き
家
に
定
住
し
た
い
希

望
者
が
市
に
情
報
を
登
録
し
、
双
方

に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
市
は
空
き
家
に
関
す
る
交

渉
や
売
買
・
賃
貸
借
の
契
約
に
つ
い

て
は
関
与
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
方
法
等
く
わ
し
い
こ
と
は

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係
ま
た
は
各

総
合
支
所
総
務
課
企
画
総
務
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

企
画
調
整
係

す
る
雇
用
政
策
お
よ
び
経
済
政
策
な

ど
を
企
画
・
立
案
す
る
上
で
重
要
な

指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

８
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
調

査
対
象
地
区
を
巡
回
し
て
世
帯
の
確

認
を
行
い
、
９
月
下
旬
に
は
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
世
帯
へ
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
、
統
計

作
成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
企
画
調
整
係

山
口
県
統
計
分
析
課
人
口
統
計
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
５
０

食
生
活
改
善
推
進
員養成

講
座

飽
食
の
時
代
の
中
で
食
習
慣
に
関

係
す
る
病
気
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

カ
ロ
リ
ー
（
特
に
脂
肪
）・
塩
分
の
摂

り
す
ぎ
、
野
菜
摂
取
不
足
な
ど
、
食

生
活
を
見
直
し
て
運
動
不
足
を
解
消

し
休
養
を
上
手
に
と
る
こ
と
が
健
康

管
理
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
講
座

は
食
の
面
か
ら
地
域
の
人
々
の
健
康

づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
、
実
践

活
動
を
し
て
い
く
人
材
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

市
内
在
住
の
女
性
で
全
日

程
に
受
講
で
き
る
人

■
募
集
人
員

30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料

１
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
・
調
理
実
習
費
）

■
申
込
期
間

８
／
31
（金）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

母
子
保
健
係

俵
山
地
区
で
竹
炭
等
の
生
産
を
主
に

活
動
し
て
い
る
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
「
長
門
市
ど
ん
ぐ
り
」（
池
藤
清
子

会
長
・
11
人
）
が
７
月
25
〜
26
日
に
高

知
市
で
開
催
で
開
催
さ
れ
た
「
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク

ー
ル
」
で
中
・
四
国
９
県
の
代
表
に
選

ば
れ
、
来
年
２
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
る
「
全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー

ル
」に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

豊
富
な
資
源
で
あ
る
竹
林
に
目
を
向

け
、
自
分
た
ち
で
焼
い
た
竹
炭
を
利
用

し
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
を
活
か
し
た

商
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

７
月
31
日
、
長
門
市
ど
ん
ぐ
り
の
池

藤
清
子
会
長
と
岡
島
雪
江
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
、
松
林
市
長
に
代
表
決
定
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

長
門
市
ど
ん
ぐ
り
は
平
成
11
年
３
月

に
結
成
。
お
も
に
竹
炭
・
竹
酢
液
の
生

産
を
行
い
、
竹
炭
を
使
っ
た
様
々
な
商

品
開
発
の
ほ
か
、
児
童
へ
の
森
林
教
育

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

「
長
門
市
ど
ん
ぐ
り
」全
国
大
会
へ

〜
中
・
四
国
代
表
決
定
を
市
長
に
報
告
〜



８月は
市・県民税

の納期月です。
８月31日（金）が納期限になっ

ていますので、早めに納付をお
願いします。また、８月31日（金）
が口座振替日になっていますの
で、残高確認をお願いします。

日
本
肝
臓
学
会

長
門
市「
市
民
公
開
講
座
」

日
本
肝
臓
学
会
で
は
、
学
問
成
果

の
社
会
還
元
の
一
環
と
し
て
、
肝
臓

病
予
防
と
肝
臓
が
ん
撲
滅
の
た
め
の

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
／
７
（金）

19：

00
〜
20：

30
（
開
場
18：

00
）

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と軽

運
動
室

■
内
容

・
講
演
「
ほ
う
っ
て
は
お
け
な
い
！

Ｃ
型
肝
炎
の
お
話
」

講
師
　
是
永
匡
紹
先
生
（
山
口
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
助
教
）

市
職
員
人
事
異
動
（
８
月
１
日
付
）

係
員

・
企
画
総
務
部
総
務
課

國
弘
　
　
雅

（
企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課
）

・
企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課

宮
本
　
裕
之（

企
画
総
務
部
総
務
課
）

第
16
回
山
口
県
史
講
演
会

「
弥
生
人
の
日
々
」

山
口
県
で
は
、
山
口
県
史
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

９
／
15
（土）13：

30
〜
15：

30

■
場
所

山
口
県
教
育
会
館
ホ
ー
ル

（
山
口
市
大
手
町
２
‐
18
）

■
演
題
「
弥
生
人
の
日
々

〜
祭
と
信
仰
〜
」

■
講
師

金
関
　
恕
　
氏

（
山
口
県
史
編
纂
委
員
・
大
阪
府

立
弥
生
文
化
博
物
館
長
）

温
泉
で
い
き
い
き

ほ
っ
湯

ホ

ッ

ト

教
室
参
加
者
募
集

市
で
は
、
温
泉
施
設
を
活
用
し
た

介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

温
泉
は
、
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
体
調
を
整
え
、
抵
抗
力
を
強
化
す

る
な
ど
、
身
体
に
や
さ
し
い
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
に
入
り
知

人
と
会
話
を
楽
し
み
、
笑
う
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
癒
し
効
果
が
生
ま
れ
、

こ
こ
ろ
の
薬
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

40
歳
以
上
の
市
民

■
日
時
・
内
容

別
表
の
と
お
り

■
場
所

湯
免
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員

50
人
程
度

■
参
加
料

１
回
100
円

■
申
込
締
切

毎
回
開
催
日
の
５
日
前
ま
で

■
そ
の
他

教
室
参
加
者
に
は
湯
免

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
無
料
入
浴

券
を
配
布
し
ま
す

（
１
人
１
回
に
つ
き
１
枚
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
係

■
入
場
料

無
料

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
申
し
込
む
。
入
場

券
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す
の

で
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
受
付
期
間

９
／
12
（水）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

山
口
県
環
境
生
活
部
県
史
編
さ
ん
室

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
８
１
０

FAX
０
８
３
‐
９
２
８
‐
２
７
０
５

a193001@
pref.yam

aguchi.lg.jp

不
動
産
の
公
売

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
処
分
と

し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
入
札

に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

■
入
札
日
時
／
場
所

・
８
／
28
（火）

10：

00

受
付
開
始

10：

30

入
札
開
始

（
入
札
開
始
以
降
の
入
場
不
可
）

・
長
門
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■
公
売
物
件
　
土
地
お
よ
び
建
物

（
一
括
公
売
と
な
り
ま
す
）

土
地
　
（
557
・
12
㎡
）

・
東
深
川
971
‐
４
　
宅
地
166
・
94
㎡

・
東
深
川
971
‐
５
　
宅
地
318
・
28
㎡

・
東
深
川
971
‐
17

宅
地
71
・
90
㎡

建
物

・
長
門
市
東
深
川
971
‐
５

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
陸
屋
根

地
下
１
階
付
３
階
建

１
階
　
　
　
308
・
66
㎡

２
階
　
　
　
266
・
15
㎡

３
階
　
　
　
272
・
63
㎡

地
下
１
階
　
14
・
62
㎡

合
計
　
　
862
・
06
㎡

■
見
積
価
格
　
　
886
万
円

■
公
売
保
証
金
　
89
万
円

■
そ
の
他

市
税
納
付
に
よ
り
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
徴
収
係

人
権
擁
護
委
員
を

ご
存
じ
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
中
か

ら
広
く
社
会
の
実
状
に
通
じ
人
権
の

擁
護
に
理
解
の
あ
る
人
を
市
長
が
推

薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
す
べ
て
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
や

関
係
官
公
署
を
紹
介
す
る
な
ど
、
正

し
い
権
利
を
持
っ
て
い
る
人
が
泣
き

寝
入
り
し
な
く
て
い
い
よ
う
解
決
の

手
助
け
を
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
門
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
長
門
市
人
権
擁
護
委
員
】

長
門
地
区
担
当

西
本
美
智
子
（
俵
山
大
羽
山
区
）

山
根
武
志
（
西
深
川
板
持
４
区
）

松
浦
靜
信
（
仙
崎
鍛
冶
屋
町
区
）

三
隅
地
区
担
当

山
田
孝
亮
（
三
隅
中
生
島
）

沖
村
清
美
（
三
隅
中
小
島
）

日
置
地
区
担
当

三
輪
久
榮
（
日
置
上
黄
波
戸
）

山
崎
陽
子
（
日
置
中
一
円
）

油
谷
地
区
担
当

加
茂
善
成
（
油
谷
向
津
具
上
白
木
）

殖
木
孝
也
（
油
谷
新
別
名
大
迫
）

■
問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室

・
Ｑ
＆
Ａ
「
あ
な
た
の
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
」

是
永
匡
紹
先
生
、

浦
田
陽
平
先
生
（
長
門
総
合
病
院

肝
臓
担
当
）
半
田
哲
朗
先
生
（
半

田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
医
師
会

TEL
22
‐
４
０
１
７

新
潟
県
中
越
沖
地
震

義
援
金
の
受
付

市
で
は
、
７
月
16
日
に
発
生
し
た

平
成
19
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
人
々
の
た
め
に
、
次

の
窓
口
で
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
振
替
に
よ
る

義
援
金
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
受
付
窓
口

・
市
役
所
本
庁
総
合
窓
口

・
市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課

・
油
谷
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

・
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
三
隅
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

・
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
各
出
張
所

郵
便
振
替
に
よ
る
受
付

■
義
援
金
名
称

平
成
19
年
新
潟
県

中
越
沖
地
震
義
援
金

■
募
集
期
間

平
成
20
年
１
／
16
（水）
ま
で

■
義
援
金
受
入
口
座

・
種
類

郵
便
振
替
口
座

・
名
義

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部

・
口
座
番
号０

０
５
１
０
‐
５
‐
２
６

・
通
信
欄
に「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の
場

合
振
替
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

お
詫
び
と
訂
正

８
月
１
日
号
広
報
５
ペ
ー
ジ
、
日
置
メ
ロ
ン
の
初
出
荷
を
７
月
14
日

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
７
月
19
日
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



☆
図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
ビ
デ
オ
は
、
著
作

権
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
通
常
価
格
の
２
倍

か
ら
高
い
も
の
は
５
倍
程
度
の
価
格
と
な
り
ま

す
。
弁
償
の
場
合
は
、
図
書
館
用
の
高
額
ビ
デ

オ
を
購
入
し
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
０
０
７
年
上
半
期

ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
＆
ベ
ス
ト
予
約
発
表
！

【
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
編
】

１
位
『
鈍
感
力
』
渡
辺
淳
一

２
位
『
バ
ッ
テ
リ
ー
①
〜
⑥
』
あ
さ
の
あ
つ
こ

３
位
『
東
京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

４
位
『
陰
日
向
に
咲
く
』
劇
団
ひ
と
り

５
位
『
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
島
田
洋
七

【
ベ
ス
ト
予
約
編
】

１
位
『
東
京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

２
位
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

（
上
・
下
）』
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

３
位
『
牡
丹
酒
』
山
本
一
力

４
位
『
Ｋ
の
日
々
』
大
沢
在
昌

５
位
『
藤
沢
周
平
未
刊
行
初
期
短
篇
集
』
藤
沢
周
平

開
館
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
！

８
月
31
日
（金）
ま
で
の
平
日
に
限
り
、
本
館
の

開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

土
曜
日
・
日
曜
日
は
通
常
通
り
午
後
５
時
ま

で
で
す
。
ご
利
用
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９
／
17
（月）
・
18
（火）
は
休
館
し
ま
す

９
月
17
日
（月）
は
敬
老
の
日
で
祝
日
と
な
る
た

め
本
館
・
分
館
と
も
休
館
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

翌
18
日
（火）
も
振
替
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

ビ
デ
オ
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

暑
い
夏
…
「
車
中
に
ビ
デ
オ
を
放
置
！
」
心

当
た
り
の
あ
る
方
は
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
か
？

夏
に
な
る
と
、
熱
に
よ
っ
て
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

が
変
形
し
て
返
却
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

ま
す
。
変
形
し
て
し
ま
っ
た
ビ
デ
オ
は
修
復
不

可
能
な
た
め
、
弁
償
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
返
却
ポ
ス
ト

へ
ビ
デ
オ
を
投
函
さ
れ
る
と
破
損
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

９／１（土）13：30～

「やったぜ！

なっとうボーイ②」
（20分）

９／22（土）13：30～

「トムとジェリー⑯」
（48分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
相
棒
に
手
を
出
す
な
」
逢
坂
剛
、「
ち
ん
ぷ
ん

か
ん
ぷ
ん
」
畠
中
恵
、「
露
の
玉
垣
」
乙
川
優
三

郎
、「
言
い
寄
る
」
田
辺
聖
子
、「
壊
れ
た
光
、
雲

の
影
」
片
山
恭
一
、「
弱
き
者
の
生
き
方
」
大
塚

初
重
、「
ユ
ー
カ
リ
愛
の
奇
蹟
」
マ
レ
イ
・
ベ
イ

ル
、「
政
治
武
士
道
」
平
沼
赳
夫
、「
自
閉
症
児
の

世
界
を
広
げ
る
発
達
的
理
解
」
白
石
正
久
、「
障

害
児
を
は
ぐ
く
む
楽
し
い
保
育
」
伊
藤
嘉
子
、

「
手
づ
く
り
の
日
傘
」
雄
鶏
社
、「
冷
凍
保
存
節
約

レ
シ
ピ
」
岩
崎
啓
子
、「
健
脳
体
操
」
長
野
茂
、

「
世
界
珍
虫
図
鑑
」
川
上
洋
一
、「
今
、
絶
滅
の
恐

れ
が
あ
る
水
辺
の
生
き
物
た
ち
」
内
山
り
ゅ
う
、

「
人
間
の
絆
」
江
原
啓
之
、「
日
本
語
力
が
つ
く
漢

詩
１
０
０
篇
」
守
屋
洋
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
絵

本
ガ
イ
ド
」
主
婦
の
友
社
、「
図
解
で
わ
か
る
バ

イ
ク
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
小
川
直
紀
、「
江
戸
の

き
も
の
と
衣
生
活
」
丸
山
伸
彦
、「
む
し
歯
・
歯

周
病
」
花
田
信
弘
、「
ボ
ケ
て
た
ま
る
か
！
」
伊

東
四
朗
、「
ア
ジ
サ
イ
」
川
原
田
邦
彦
　
ほ
か

ドリーム
バスター④
宮部みゆき／著
徳間書店／出版

16歳のシェンと師匠
マエストロは人々の

悪夢に潜む逃亡犯を捕獲する「ドリー
ムバスター」。今回、向った先「人間鉱
山」で一体、何が待ち受けているので
しょうか？　宮部みゆきさんの人気シ
リーズ、最新刊です。

向
津
具
の
古
刹
こ
さ
つ

、
龍
伏
山

り
ゅ
う
ふ
く
ざ
ん

二
尊
院
は
大

同
２
年
（
八
〇
七
）
創
建
。
当
初
は
天
台
宗

と
し
て
建
立
さ
れ
た
が
、
後
に
真
言
宗
御
室

派
寺
院
と
な
る
。
本
尊
は
釈
迦
如
来
立
像
、

阿
弥
陀
如
来
立
像
で
あ
っ
て
、
脇
立
わ
き
だ
て

は
四
天

王
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
当
院
の
由
緒
申
伝

え
の
覚
書
（
防
長
風
土
注
進
案
）
に
よ
れ
ば
、

「
二
尊
を
本
尊
と
し
て
お
り
、
よ
っ
て
、
二

尊
院
と
称
す
る
。
な
お
、
釈
迦
佛
は
天
竺
て
ん
じ
く

毘
首
び
し
ゅ

羯
磨
か
つ
ま

（
中
国
の
佛
師
か
）
作
、
阿
弥
陀

佛
は
春
日
（
鎌
倉
佛
師
）
作
で
あ
る
と
伝
え

て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
両
仏
像
（
国
指
定

重
要
文
化
財
）
と
も
、
鎌
倉
時
代
中
期
（
一

二
六
八
頃
）
の
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
二
尊
院
由
来
書
に
よ
る
と
、
中
国

の
唐
暦
天
宝
15
年
（
七
五
六
）
安
禄
山

あ
ん
ろ
く
ざ
ん

の
変

に
よ
っ
て
絞
殺
さ
れ
た
は
ず
の
玄
宗
皇
帝
寵

愛
の
楊
貴
妃
が
、
こ
の
地
に
生
き
て
漂
着
し

た
と
の
説
に
よ
り
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
か
ら
妃

の
追
善
供
養
の
為
に
釈
迦
如
来
立
像
と
十
三

重
塔
（
故
あ
っ
て
萩
市
長
寿
寺
に
現
存
）
一

切
経
等
が
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
境
内
に
は
、
五
輪
塔
三
基
（
県
指

定
有
形
文
化
財
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
の
中
央

に
あ
る
特
大
の
五
輪
塔
は
楊
貴
妃
の
墓
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
伝
説
の
真
偽
は

と
も
か
く
、
特
に
、
奈
良
時
代
の
古
き
姓
に

「
楊
貴
」
の
姓
が
あ
り
、
ま
た
、
楊
貴
を
ヤ

キ
と
訓
読
み
し
、
文
字
を
変
え
て
書
く
姓
名

は
古
来
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
氏
族

の
墓
と
も
決
め
難
い
。
た
だ
、
向
津
具
の
辺

要
の
地
で
は
古
く
よ
り
中
央
の
官
人
が
来
往

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
権
力
者
の
供

養
塔
か
、
あ
る
い
は
、
中
央
権
力
者
の
意
に

よ
っ
て
、
特
大
の
五
輪
塔
が
建
立
さ
れ
た
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。
外
に

貴
族
の
渡
来
人
伝
説
、
平
家
の
落
人
説
等
が

語
ら
れ
て
い
る
。

二
尊
院
に
詣
で
て
、
二
尊
佛
像
を
拝
顔
す

れ
ば
崇
高
な
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
仏
像
が
絶
世
の
美
人
の
供
養
の
た

め
に
贈
ら
れ
た
か
否
か
論
ず
る
よ
り
、
た
だ
、

ひ
た
す
ら
見
つ
め
る
だ
け
で
心
が
き
よ
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
五
輪
塔
を
背
に
し
て
、
油
谷

湾
の
波
静
か
な
入
り
江
を
眺
望
す
れ
ば
、
遠

い
昔
の
物
語
を
辿
る
夢
路
の
心
境
と
な
り
、

ロ
マ
ン
の
世
界
へ
導
い
て
く
れ
る
美
し
い
所

で
あ
る
。

二
尊
院

に

そ

ん

い

ん

と
楊
貴
妃

よ

う

き

ひ

伝

二尊院

二尊院五輪塔

二尊院

美
し
く
青
い
海
は
、
多
く
の
命
を
育
み
、
私

た
ち
の
心
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。
し
か
し
、
一
度
汚
れ
て
し
ま

っ
た
海
を
元
の
と
お
り
美
し
く
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
門
の
き
れ
い
な
海
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ

と
り
が
「
海
を
き
れ
い
に
！
」
と
い
う
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
海
や
川
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

●
使
わ
な
く
な
っ
た
船
舶
の
不
法
廃
棄

●
油
や
汚
水
な
ど
の
不
法
排
出

こ
れ
ら
を
見
か
け
た
ら
「
１
１
８
番
」
へ

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
蒼
の
悔
恨
」
堂
場
瞬
一
、「
桂
三
枝
の
あ
あ
夫

婦
」
桂
三
枝
、「
感
謝
力
」
原
久
子
、「
今
日
の
デ

ザ
ー
ト
帖
」
長
尾
智
子
、「
再
婚
生
活
」
山
本
文

緒
、「
正
義
の
ミ
カ
タ
」
本
多
孝
好
、「
千
年
樹
」

荻
原
浩
、「
微
熱
の
街
」
鳴
海
章
、「
夜
警
」
赤
川

次
郎
、「
お
お
か
み
ペ
コ
ペ
コ
」
宮
西
達
也
、「
お

か
あ
さ
ん
に
な
っ
た
ノ
ラ
」
山
本
安
彦
　
ほ
か



８
月
４
、
５
日
、
仙
崎
み
す
ゞ
通
り

で
「
第
９
回
み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
km
の
通
り

は
200
本
を
超
す
笹
飾
り
と
提
灯
で
彩
ら

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合

唱
や
仙
崎
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
、
き
き
蒲
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
「
み
す
ゞ
音
頭
仮
装
de
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
５
チ

ー
ム
が
思
い
思
い
の
衣
装
で
踊
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

二
百
本
の
笹
飾
り
が
街
を
彩
る

み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り




